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ラジオ体操の効果ラジオ体操の効果ラジオ体操の効果
＜ラジオ体操を3年以上、週5日以上実践している
55歳以上の男性211名、女性332名、合計543名に調査＞
「平成25年度 ラジオ体操の実施効果に関する調査研究」
（一般財団法人 簡易保険加入者協会委託調査）参照

ラジオ体操を継続的に実践している人たちを対象にした、
全国規模の調査、研究を行った結果、体内年齢や血管年齢、
骨密度など、健康状態を示す数値が良好であることが明らかになりました。
ラジオ体操を実践している人たちがより健康であることが科学的にも裏づけられています。

体内年齢

血管年齢

体内の年齢が実年齢より
約20歳も若い！

若々しい血管で
脳卒中や心臓病を予防
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骨密度など、健康状態を示す数値が良好であることが明らかになりました。
ラジオ体操を実践している人たちがより健康であることが科学的にも裏づけられています。
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簡易生命保険・かんぽ生命保険の加入者の皆さまへ大切なお知らせ

災害見舞　　をご存じですか?トータル
サポート

詳しい説明やご質問などは、下記までお気軽にお問い合わせください

災害見舞トータルサポートは、平成
29年3月末で加入件数が112 万
7,000件となっており、簡易生命
保険・かんぽ生命保険のご加入者の
うち、多くの方が加入されています。

平成28年度の1年間でお預かりした
掛金の合計額は111億6,800万
円となっています。

平成２８年度の見舞金（損害保険で
の保険金にあたります）のお支払件
数は、１８，９２２件、お支払金額は、
５６億３，３００万円となっていま
す。被害額の大きかった熊本地震、
台風１６号による見舞金のお支払
件数は、１０，８３７件、お支払金額は、
３２億３,２００万円となっています。

財団法人 簡易保険加入者協会は、 昭
和35年に公益法人としてスタートし、
平成25年4月1日に一般財団法人へ
移行するとともに、災害見舞事業を
認可特定保険業として継承しました。

協会は、営利を目的としない相互救
済の制度として、昭和38年より、災
害見舞事業を運営しています。
また、災害見舞事業の他、ラジオ体
操・みんなの体操の普及推進などの
公益事業を運営しています。

1口170円（年額）から家計にやさしい
掛金で火災・地震や不慮の事故等の
災害から幅広くサポートします。

災害見舞トータルサポートは、簡易生命保険・
かんぽ生命保険のご加入者（年金保険を含む
契約者・被保険者・受取人）だけが加入でき
ます。簡易生命保険・かんぽ生命保険のご加
入者が、簡易保険加入者の会の構成員となっ
て、掛金を払い込み、火災や地震等の自然災
害で家屋や家財に損害を受けた場合、ある
いは不慮の事故や災害で弔慰金対象者に指
定された方が死亡された場合等に、見舞金を
お支払いする相互救済の制度となっています。

多くの方が加入されています 災害や事故でお役にたっています

簡易保険加入者協会とは？災害見舞トータルサポートとは？

協公第57号（29.10）

　血管の老化度を表す指標で、動脈
硬化の進み具合を示す。
血管年齢が若いほど
脳卒中や心臓病など
のリスクが低い。
ラジオ体操継続
者は総じて若い。

　体内の若々しさを示す指標。基礎
代謝量や筋肉量な
どから算出する。
男女ともに各世代
で、実年齢より約
20歳若いという
結果が得られた。

（平成２９年３月末現在）
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呼吸機能（肺年齢）

体力年齢

呼吸機能を若く保ち
息切れを起こしにくい

骨が丈夫で健康
骨粗鬆症の予防に有効

歩行能力などに優れ
転倒予防にも効果

　呼吸機能が、どの程度保たれてい
るのかを示す指標を肺年齢という。
継続者の呼吸機
能は全般的に若
く、運動などを
しても息切れを
起こしにくい。

　歩行能力、柔軟性、筋力などから
総合的に算出。体力年齢が若く保た
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れ、転倒予防、
膝痛や腰痛、肩
こりなどの予防
や改善に役立っ
ている。

　SF-8は健康関連のQOL（生活の質）を測定する
健康指標です。本調査ではラジオ体操を継続してい
る方の健康状態をチェックするため、8項目（注）から
なるアンケートによって調べました。世界で有用性
が認められている調査方法で、このSF-8によっても
ラジオ体操を継続している人たちが健康であること
が分かりました。
（注）SF-8の8項目
・身体機能 ・日常役割機能（身体） ・身体の痛み ・全体的健康感 
・活力 ・社会生活機能 ・日常役割機能（精神） ・心の健康

男性、女性ともに
国民標準値を上回る

活動力にあふれ、
いきいきとしている

　アンケート調査の８項目のなかで、
国民標準値を最も上回っていたのは
身体機能です。
日常生活の範囲内
では、身体機能に
心配のない人が非
常に多い。

　SF-8アンケート「活力」項目の調査
で、生き甲斐をもっていて、いきいき
と楽しく毎日を過ごしている人が大半
を占めた。自
分なりの目標
を設定し、前
向きに生活を
している。

SF-8による健康指標

　各世代の標準骨密度を「100」と
した場合、どの世代においても骨密
度が非常に高い。骨
粗鬆症（こつそしょ
うしょう））の予防に
有効で、骨折などを
防ぐ効果がある。
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